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議事次第

 自己紹介

 人材育成の取り組み
 新人教育と技術者、マネージャーのBIM/CIM効果浸透方法

 BIM/CIM活用の全社展開の取り組み
 DX推進会議によるノウハウの全社展開、技術開発投資制度

 インフラDX時代を見据えたBIM/CIM活用の取り組み
 BIM/CIMデータをMR遠隔臨場やメタバース協議等でフル活用
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自己紹介
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自己紹介 （森 博昭）

 所属
 中央復建コンサルタンツ株式会社 未来社会創造センター ICT戦略室 室長

 資格
 博士（工学）（東北大学）

 技術士（総合技術監理部門、建設部門、上下水道部門） 等

 学協会活動
 土木学会 ICT教育特別委員会 幹事長

 土木学会 土木情報学委員会 副委員長

 土木学会 土木情報学委員会 論文編集小委員会 委員

 土木学会 土木情報学委員会 災害弱者に向けた情報通信技術を活用した防
災・減災技術研究小委員会 副小委員長

 建設コンサルタンツ協会 情報部会 ICT委員会 委員

 建設コンサルタンツ協会 近畿支部 ICT研究委員会 委員長 等

2021年度に「CIM推進室」を廃止、「ICT戦略室」を新設。
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中央復建コンサルタンツは2007年度よりBIM/CIMを推進
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人材育成の取り組み

～ 新人教育と技術者、マネージャーのBIM/CIM効果浸透方法 ～
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中央復建コンサルタンツのBIM/CIMの取り組み
年度 国交省 中央復建コンサルタンツ株式会社

2007 － BOP（新規事業）の一つとして３次元設計を開始。

2008 － 首都高プロポで３次元設計を提案、特定、初の３次元設計
業務を実施、局長表彰。

2009 － 「備える、広める、高める」を合言葉に全社展開。３次元CAD
テキストを作成、３次元CAD社内研修開始。

2010 － 新入社員全員に３次元CAD社内研修の受講を義務付け。

2012 国交省の佐藤技監（当時）がCIMを提唱。初
のCIM試行業務（11件）。

試行業務が開始されるも、CIMの大半は技術提案で実施。
全国初のCIM試行業務（相武国道）を受注、局長表彰。

2017 CIM導入ガイドライン（案）の公開。 当社ノウハウを活かしてガイドライン（方針）を実行。

2018 CIM活用業務・工事が開始。橋梁やトンネル
等の詳細設計で適用。

CIM担当者、インストラクターの指名。
CIMマネジメントM、テクニカルM開始。

2019 概略・予備設計での適用開始。 大半のCIM業務は各部門で実施。

2021 BIM/CIM活用ガイドライン（案）へ全面再編。 「CIM推進室」を廃止、「ICT戦略室」を新たに設置。

2023 BIM/CIM原則適用。 「未来社会創造センター」を新たに設置。

・「作る」が中心
・取り組み姿勢：受動的

・「使う」を意識
・取り組み姿勢：能動的
・BIM/CIMから建設DXへ！
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順風満帆ではなかった中央復建のBIM/CIM

 モチベーションが高まらない
 発注者から求められていない。

 通常業務で忙しく、BIM/CIMに取り組む余裕がない。（残業問題）

 社内・社外からのお叱り。

 原価があわない
 従来の2次元設計に「＋α」のサービス作業（技術提案）。

 どこまでも精緻に作ろうとする（一概に悪いとは言えないが）。

 最終的に2次元設計成果が求められる
 CAD製図基準、積算基準、数量算出要領への準拠が必要。

• 最終的に3次元から2次元への変換（R3年度から3次元を「正」として流通との話。。。）
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順風満帆ではなかった中央復建のBIM/CIM

 慣れ親しんだやり方を変えることは一時的に非効率
 設計者とCADオペの分離

• 口CAD（くちきゃど）

 分業化（客先との折衝、作図、解析、数量算出、積算等）
• 設計者 ≒ 手配師？

 BIM/CIMの目的が理解されていない
 「きれいな完成図CGを作るだけでしょ」との誤解。

 BIM/CIMは「CIM推進室（当時）の仕事」との意識
 土木技術者の基本は三力だ！CADはCADオペの仕事だ！

 BIM/CIMは「CIM推進室」に内注すればよい！
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「作る」人材育成と「使う」人材育成

 「作る」人材育成
 社内3次元CAD研修

 社内CAD研修テキスト作成

 CIM塾

 「使う」人材育成
 CIMテクニカル・ミーティング

 CIMマネジメント・ミーティング

 CIM研修

BIM/CIMだけでなく、
インフラDXのニーズ、シーズの議論
インフラDXメニューの周知
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社内CAD研修テキスト

 弊社ICT戦略室が作成、毎年更新
 2次元CAD 前編 （全47ページ）

 2次元CAD 後編 （全50ページ）

 Civil 3D（1） 地形作成編 （全43ページ）

 Civil 3D（2） グレーディング編 （全23ページ）

 Civil 3D（3） コリドー編 （全51ページ）

 Civil 3D（4） 3Dモデリング編 （全22ページ）

 Civil 3D（5） 数値地図編 （全11ページ）

 Navisworks編 （全54ページ）
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社内3次元CAD研修
 2009年度から新入社員全員を

対象に実施（3日）

 計算上、社員の半数以上が受
講しているが。。。

年度 受講人数 対象

2009年度 48 既存社員

2010年度 66 新入社員全員＋既存社員

2011年度 8 新入社員全員

2012年度 5 新入社員全員

2013年度 16 新入社員全員＋既存社員

2014年度 15 新入社員全員

2015年度 16 新入社員全員

2016年度 24 新入社員全員

2017年度 33 新入社員全員（21名）＋既存社員

2018年度 25 新入社員全員（17名）＋既存社員

2019年度 33 新入社員全員（23名）＋既存社員

2020年度 0 感染拡大防止のため2021年度へ延期

2021年度 32 21年度新人全員（18名）＋20年度新人（14名）

2022年度 16 新入社員全員

2023年度 20 新入社員全員

計 357
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CIM塾

 CIM塾とは
 各部門の技術者が数週間、ICT戦略室に異動。

• 東京や名古屋の技術者も大阪に滞在。

• CIM塾生の大半は一般職。

 ICT戦略室の指導を受け、所属部門の実業務のCIMモデルを作成。

 実践的なCIMモデル作成技術を習得後、各部門で展開。

 CIM塾の入塾者
 2017年度 1名

 2018年度 8名

 2019年度 3名

 2020年度 8名

 計 20名

一般職のモチベーション
を高めることも重要！
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CIMテクニカル・ミーティング

 CIMインストラクターの指名
 各部門から数名、3次元CAD操作の教師役となる

「3次元CADインストラクター」を指名。

 CIMインストラクターの役割
 ICT戦略室と協働して3次元CADの最新動向を把

握し、所属部門に展開。

 所属部門の3次元CADの教師役となり、3次元
CAD操作技術者を育成。

 CIMテクニカル・ミーティング（1回/月）
 所属部門のBIM/CIM業務実施状況、CAD上の課

題等を報告。

 CAD操作に関するテクニックやコツ、問題点等に
ついて共有。

【出典】建設通信新聞、2020年8月5日
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 CIM担当者の指名
 各部門から1、2名、BIM/CIM業務をマネジメントする「CIM

担当者」を指名。

 CIM担当者の役割
 ICT戦略室と協働してBIM/CIMの最新動向を把握し、所属

部門に展開。
 所属部門のBIM/CIM業務の旗振り役となり、BIM/CIM業務

をマネジメント。
 必要に応じてBIM/CIMに関する学協会活動に参加し、全

社的視点で情報発信するとともに、得られた知見を全社に
展開。

 CIMマネジメント・ミーティング（3回/年 程度）
 CIM担当者が所属部門のBIM/CIMの取り組み状況を報告。
 BIM/CIMによる生産プロセスの高度化・効率化（建設DX）、

適用時の課題・解決策等の具体を議論。
 BIM/CIMに関する最新動向を共有。

CIMマネジメント・ミーティング

【出典】建設通信新聞、2020年12月3日
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Autodesk University 2019参加（ラスベガス、サンフランシスコ等）

 参加者（ＣＩＭ担当者3名）
 構造系部門 橋梁・長寿命化グループ チームリーダー
 構造系部門 港湾・空港グループ プロジェクトマネージャー
 道路系部門 トンネルグループ プロジェクトマネージャー

 日程
 2019年11月17日（日）～2019年11月25（月） （9日間）
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Autodesk University JAPAN 2019での講演（東京）

 講演者
 総合技術本部 ＣＩＭ推進室 室長（当時） 森博昭

 講演タイトル
 ＣＩＭを「作る」から「使う」へ ～ＣＩＭ活用のための人材育成方法～

 日程
 2019年10月8日（火）～2019年10月9（水） （2日間）

 場所
 グランドニッコー東京台場
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CIM研修（2019年8月6日（火））

 目的
 国交省・自社のBIM/CIM取り組みの把握

• 社員のBIM/CIM知識の底上げ

 自社の強みの把握
• 社員のモチベーション向上

 各部門からの発表
• CIM担当者のモチベーション向上

 プログラム
 国交省BIM/CIMの現状

• 基準類改定概要、BIM/CIM活用業務のポイント等

 当社のBIM/CIM業務事例の紹介

 BIM/CIM最新事例の紹介
• 講師：オートデスク社 松本氏、高倉氏

【出典】建設通信新聞、2019年8月8日
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BIM/CIM活用の全社展開の取り組み

～ DX推進会議によるノウハウの全社展開、技術開発投資制度 ～
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未来社会にむけた中央復建の取り組み

 中期経営計画（2022年度～2024年度）
 テーマ ： 本質を極める

• 「他者と一線を画し、真に求められる技術者集団、価値創造企業を目指して」

 重点施策
• 重点分野の強化・推進（維持管理分野、防災分野、マネジメント分野、海外分野）

• 未来社会分野への投資・技術開発（インフラDX、SDGs）
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未来社会にむけた中央復建の取り組み

 未来社会創造センターの設置
 2023年度、未来社会創造センターを新設

 7室を設置
• 公民連携まちづくり室、PM・CM室、技術マネジメント室、メンテナンスイノベーション推進

室、オープンイノベーション室、ICT戦略室、万博・スマートシティ室

• 正社員：46名

 役割
• 未来（近～遠）社会をイメージし、これまでの技術経験＋新たな技術（エンジニアリング、

役割、マネジメント力）を駆使して、仕込み・実績つくり・育成を中央復建の先鋒的役割を
担うべく、戦略的に実行

 キーワード
• 未来志向、新たな社会課題対応・新たな役割、社外協働、部門横断
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未来社会にむけた中央復建の取り組み

 投資制度（BOP：Blue Ocean Project、研究開発業務）
 部門横断メンバーで取り組む「全社開発業務」と、単独の部門で取り組む

「業務研究業務」。

 3次元設計（2007年度）

 CFK-PANORAMA-MANAGER
• 2次元バーコードやURLクリックだけで3次元モデルが一発起動！

• 2022年度、近畿地方整備局インフラDXコンペに応募

 メタバース協議
• BIM/CIMデータを活用してメタバース空間を構築し、関係者協議

• 国土交通省業務等で試行中

 デジタルツイン
• 景観シミュレーション、人流シミュレーション等で運用中
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BIM/CIM活用の全社展開の取り組み

 CFK-DX推進会議
 2007年度から2021年度までCIMミーティング

 2022年度から「CFK-DX推進会議」

 DXのマネジメント技術者の育成：「DXマネジメント・ミーティング」（31名、隔月）

 DXツール操作技術者の育成：「DXテクニカル・ミーティング」（38名、毎月）。

 人材育成
 内製化を重視

 社内3次元CAD研修
• 2009年度から、テキスト内製、計357名が受講

 CIM塾

 CFK-DX推進会議（マネジメントM、テクニカルM）

 BIM/CIM研修、ICTリテラシー研修、RPA研修 等
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インフラDX時代を見据えたBIM/CIM活用の取り組み

～ BIM/CIMデータをMR遠隔臨場やメタバース協議等でフル活用 ～
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インフラDX、i-Con、ICT施工、BIM/CIMの関係

Society 5.0（DX：デジタルトランスフォーメーション）
サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合させたシステムにより、経済発展と社会的課題の解決を
両立する、人間中心の社会（Society）（出典：内閣府HP）

i-Construction（インフラDX）
ICTの全面的な活用によって、建設生産システム全体の生産性向上を図り、もって魅力ある建設現場を目指す取り組
み。（出典：国交省HP）

調査・測量 計画・設計

施工維持管理

3D 3D
3D 3D

ICT施工
i-Conにおける施工段階の取り
組み。現状ではTS出来形管理、
ICT土工等を実施。

BIM/CIM
3次元データを建設生産システム全体で流通させ
る取り組み。

その他、プレキャスト化やコ
ンクリート工規格標準化等



中央復建コンサルタンツ株式会社 262023年10月26日（木） オートデスク セミナー

「BIM/CIM原則適用」の要点

 原則適用の要点は以下2点。
 活用目的に応じたモデル作成・活用。

• 発注者が活用目的を明確にする。（とされているが。。。）

 DS（Data Sharing）：発注者によるデータ共有。
• 国総研のDXデータセンターや電子納品保管管理システムを活用。

• インターネット、クラウドの利用が前提。

• 発注者から説明がある。（とされているが。。。）

 原則適用の実施項目は、以下2種類に区分。
 義務項目：中小業者や未経験者でも実施できる取り組み。

 推奨項目：業務や工事ごとに設定する高度な取り組み。
• 特記仕様書に記載の内容を実施する。（とされているが。。。）

 費用は、これまでどおり見積対応。
 将来的には、歩掛が作成される予定。
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「BIM/CIM原則適用」で何が変わるのか

 ハードルは下がっている。
 裾野拡大を目的にしており、義務項目の難易度は低い。

 活用目的に応じたモデルを作成し、活用すればよい。
 これまでの「3次元モデル成果物作成要領」はハードルが高かった。

• ルールどおりの詳細度モデル作成や属性情報の付与は困難だった。

• これまでのノウハウを活かしてモデルを作成すればOK。

 発注者が活用目的を明確にし、特記仕様書に記載する。
• 現実的には、そうはならないような。。。。

 「実施方針」、「実施要領」に基づいて実施する。
 これまでの基準類は参考扱い。

 2023年度に基準類の集約・再整理がなされる予定。
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「BIM/CIM原則適用」の業務の流れ

 プロポーザル公示
 2023年4月1日以降に入札契約手続きを開始する業務・工事は原則適用。
 活用目的や実施項目（義務項目、推奨項目）は特記仕様書に記載。

 特定、随意契約
 この時点では、BIM/CIM費用は計上されていない。

 BIM/CIM実施計画書
 特記仕様書に基づき、具体のBIM/CIM実施内容を記載。

 見積提出、設計変更（増額）
 BIM/CIM実施計画書の内容で見積。

 （業務実施）
 BIM/CIM実施報告書

 実施内容、効果、課題、申し送り事項等（これまでと同様）。

 電子納品

これまでと変わらない。心配無用！？
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BIM/CIM関連資料

 直轄土木業務・工事におけるBIM/CIM適用に関する実施方針
 BIM/CIMの目的、範囲、活用、経費、DS（Data Sharing）について記載。

 BIM/CIM適用業務実施要領
 特記仕様書の雛形。

 これまでの基準類
 これまでの基準類は参考扱い。

• 当社のノウハウで実施すればOK。

 上記「実施方針」および「実施要領」に基づいて実施。
 2023年度に基準類の集約・再整理がなされる予定。

 本省技術調査課のホームページ
 https://www.mlit.go.jp/tec/tec_fr_000115.html

 国総研ポータルサイト
 http://www.nilim.go.jp/lab/qbg/bimcim/bimcimindex.html

https://www.mlit.go.jp/tec/tec_fr_000115.html
http://www.nilim.go.jp/lab/qbg/bimcim/bimcimindex.html
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国土技術政策総合研究所 DXデータセンター

 23年度業務の特記仕様書
に国総研データセンターの
活用について記載。

 ある程度の規模の設計会
社はCADライセンスを保有
しており、作業性からも国総
研データセンターのソフトを
利用せず、自社保有ソフトを
利用することが大半。

 発注者、小規模企業、
「ちょっとこのソフト試した
い」場合での活用が効果的。

【出典】国土交通の設計業務特記仕様書の一部抜粋



中央復建コンサルタンツ株式会社 312023年10月26日（木） オートデスク セミナー

 BIM/CIM
 3次元データを建設生産システム全体で流通させて生産性を向上。

 インフラDX
 BIM/CIM自体もインフラDXの取り組み。

 BIM/CIMをベースに、さらにAIやXRなどICTをフル活用して生産性を向上。

 新4Kの実現
 給与、休暇、希望、かっこいい

 働き方改革、業界の魅力向上、優秀な学生の獲得、離職の防止、職員の
モチベーション向上等。

BIM/CIMからインフラDXへ
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インフラDXはニーズとシーズの掛け合わせ

 まずは目的（ニーズ）は何かを考える。

 目的を達成するための手段として、BIM/CIMやAI、XR等のICT要
素技術（シーズ）がある。

目的（ニーズ） ICT要素技術（シーズ）

× ＝

BIM/CIM

測位、測量

XR（VR、AR、MR）

IoT、センサ

ビッグデータ、AI

ハード・ソフト

事務所内の困りごと

高効率、高品質

今はできないが、今後実
現したいこと

市場の困りごと

安全確保

改善（インフラDX）

道具の置き換え
・ICTを活用してちょっと

便利に
・まずはこれから！

フローの改革
・仕事の手順を見直そう
・難易度高！
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ＭＲを活用した遠隔臨場で移動時間を削減

出典：松山河川国道事務所ホームページ

AR （Augmented Reality、拡張現実）
現実の3次元空間に2次元情報（画像）を重ね合わせ。

実業務でMR遠隔臨場、MR設計協議を実施。

・MRホロレンズ画像を事務所でリモート視聴（MR遠隔臨場）。
・事務所にて、平面図の上に計画構造物の縮小3Dモデ

ルを表示（MR設計協議）。

MR （Mixed Reality、複合現実）
現地にて、現実の3次元空間に3次元情報（3Dモデル）を重ね合わせ。

VR （Virtual Reality、仮想現実）
すべて3次元モデル。事務所に居ながら現地確認。

XR（VR、AR、MR）って何？



中央復建コンサルタンツ株式会社 342023年10月26日（木） オートデスク セミナー

ＭＲを活用した遠隔臨場で移動時間を削減

目的（ニーズ） ICT要素技術（シーズ）

× ＝
BIM/CIM図面では完成形をイメー

ジしづらい。

改善（インフラDX）

事務所に居ながら現地
状況や計画構造を確認。
（移動時間の排除）

現地確認のための移動時
間がもったいない。

一般市民が完成形をイ
メージしやすい。（合意
形成円滑化）

XR（VR、AR、MR）

弊社担当者が現地にてMRを実施し、そのMR画像を国交省の担当者が事務所内でリモート視聴。

モバイル通信
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ＭＲを活用した設計協議で合意形成円滑化

目的（ニーズ） ICT要素技術（シーズ）

× ＝
BIM/CIM図面では完成形をイメー

ジしづらい。

改善（インフラDX）

縮小模型を製作するこ
となく立体形状を確認。
（手間・コスト縮減）

縮小模型の作成は手間・
コストがかかる。

自由な視点で計画構造
物の立体形状を確認。
（合意形成円滑化）

XR（VR、AR、MR）

事務所の机の上の平面図上に橋梁の縮小3DモデルをMR投影し、スマホの画面越しに自由な視点で閲覧。

スマホ・タブレット機器
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SfMを活用した災害の早期復旧

目的（ニーズ） ICT要素技術（シーズ）

× ＝
UAV（ドローン）豪雨による法面崩落の被

害把握に時間を要する。

改善（インフラDX）

崩落土量を早期に把握、
早期復旧に貢献。

被害把握の現地調査は危
険が伴う。

被害状況を安全に把握。SfM（Structure from Motion）

3次元CAD 被害状況の視覚化。

 2019年10月12日、台風19号による豪雨により、圏央道八王子西インター付近
の切土法面が崩落。

 弊社は、中日本ハイウエイ・エンジニアリング東京株式会社（エンジ東京）と協
力し、SfMの活用により実質1日で概算崩落土量を把握、高速道路の早期復旧
に貢献。

 本事例では、エンジ東京がUAVで撮影した崩落現場の2D画像をもとに、弊社が
SfMにより崩落後の3D点群データ、地表面データを作成。

 航空LPによる崩落前の3D点群データから面データを作成し、崩落前後の地表
面3Dモデルの差分から崩落土量を算出。
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SfMを活用した災害の早期復旧

航空LPにて測量した
崩壊前の3次元点群データ

SfMにて作成した
崩壊後の3次元点群データ

崩壊前と崩壊後の
3次元点群データの重ね合わせ

崩壊前の3次元地形モデル 崩壊箇所の3次元地形モデル 差分による崩壊土量の算出
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iPad/iPhone Pro LiDARを活用した簡便な計測

目的（ニーズ） ICT要素技術（シーズ）

× ＝
既設構造物の寸法が不明で
現地補足測量が必要。

改善（インフラDX）

スマホを用いて簡便に既
設構造物の形状を把握。

調査設計の効率化、品質
向上、作業の安全確保。高所、低所の実測は危険。

形状を3次元的に把握した
いが、固定レーザは高価。

コンベックスやスタッフでの
測量は手間がかかり、また
不正確。

ちょっとした測量は外注化せ
ず自分たちで実施したい。

LiDAR（光による検知と測距）

SfM（写真から3D形状作成）

スマホ（iPhone、iPad等）

BIM/CIM

3次元CAD

点群をCAD変換して簡便
に寸法や数量を算出。

既設構造物や地形の3次元
モデル作成は手間。

既設構造物や地形の3次
元モデルを簡便に作成。
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iPad/iPhone Pro LiDARを活用した簡便な計測

手軽に地形測量が可能。

輻輳する屋内設備の位置関係を把握。

一般向けiPad、iPhoneの機能を業務で活用。

構造物の形状を手軽に測量。
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デジタルツインで建設生産プロセスを高度化

目的（ニーズ） ICT要素技術（シーズ）

× ＝
BIM/CIM計画、構造、環境等、複合

プロジェクトでの合意形成
が困難。

改善（インフラDX）

新大阪駅およびその周
辺地区の将来像をデジ
タルツインで検討。

協議ごとに膨大な資料作
成、情報一元管理も困難。

人材育成を兼ねて若手
メンバー9名で実施。

Unreal Engine（ゲームエンジン）

①Management Innovation
②Planning Innovation
③Process Innovation

Twinmotion（レンダリング）
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【出典】建設通信新聞、2020年10月30日 【出典】建設通信新聞、2020年10月30日

デジタルツインで建設生産プロセスを高度化

若手のモチベーション向上にも

弊社WEBサイトで新大阪デジタルツインの動画を公開中！
https://www.cfk.co.jp/information/200901

https://www.cfk.co.jp/information/200901
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鉄道駅の景観・人流シミュレーションを目的としたデジタルツイン

 ざっくりモデルでOK
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メタバース協議

 ゲームや観光業界で先行するメタバースをインフラ事業で活用。

 BIM/CIMデータを活用してメタバース空間を構築し、関係者協議。

 複数の関係者が同時にメタバース空間に入り、自分の意志で自由にメタ
バース内を移動、会話、チャット。
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維持管理におけるデジタルツインの可能性

 BIM/CIMモデルはデジタルツインのプラットフォーム

 目的に応じたモデルの選択
 変状図や景観検討、交通シミュ等ではざっくりモデル（ex.プラトー）。

 構造解析や発注用積算等では詳細モデル。

 BIM/CIMモデルを共有できる仕組み

 維持管理情報（属性情報）の付与

 著作権、管理者、瑕疵責任

 データ受け渡しの運用ルール、データ形式

気になる点
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QRコードをスマホで読み取ってモデルを一発起動

目的（ニーズ） ICT要素技術（シーズ）

× ＝
BIM/CIM3Dモデルの閲覧には専用

のソフトが必要であり、知
識とハード・ソフトの整備
が必要となる。

改善（インフラDX）

縮小模型を製作するこ
となく立体形状を確認。
（手間・コスト縮減）

誰でも簡単に3Dモデルを
閲覧できるようにしたい。

自由な視点で計画構造
物の立体形状を確認。
（合意形成円滑化）

アプリをインストールすることなく、スマホでQRコードを読み取るだけで、3Dモデルを自由な視点で閲覧。

スマホ・タブレット機器

QRコード

クラウド・ソフトウェア スマホでQRコードを読
み込むだけで閲覧可能。
（誰でも簡単に閲覧）

スマホでＱＲコード
を読み込むだけで
閲覧可能
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自分のスマホでＱＲコードを読み込んでみよう！！
（iPhone、Android どちらでもOK）
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パラメトリックモデルによる設計の高度化・効率化

目的（ニーズ） ICT要素技術（シーズ）

× ＝
BIM/CIM

改善（インフラDX）

CAD操作手順のプログラ
ミングにより自動作成。

早く正確に3次元モデルを
作成可能。

Dynamo for Civil 3D
効率的に、ミスなく3Dモデ
ルを作成したい。

 狙い（RPAの視点）
 標準モデルにパラメータを入力するだけで、効率的に、正確な3次元モデ

ルを作成できれば、設計や維持管理の高度化・効率化が期待される。

 繰り返しが必要なCAD操作手順をあらかじめプログラミングしておけば、自
動的にモデルを作成することができ、設計の高度化・効率化が期待。

繰り返しのCAD操作手順を
自動化したい。

３D-CAD操作が難しい。

CAD操作できない人でも
モデル作成・修正可能。

パラメータ入力のみで正
確な3Dモデルを作成。



中央復建コンサルタンツ株式会社 502023年10月26日（木） オートデスク セミナー

パラメトリックモデルによる設計の高度化・効率化

 使用ソフト
 Autodesk社 Dynamo for Civil 3D

 ノードとツリー状に結ぶビジュアルプログラミングでRevit等と連携
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近畿地方整備局 BIM/CIM施工研修 【出典】国土交通省近畿地方整備局ホームページ
https://www.kkr.mlit.go.jp/news/top/press/2023/20230901-1bimcimkenshu.html

https://www.kkr.mlit.go.jp/news/top/press/2023/20230901-1bimcimkenshu.html
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近畿地方整備局 BIM/CIM施工研修

【出典】国土交通省近畿地方整備局
ホームページ
https://www.kkr.mlit.go.jp/news/to
p/press/2023/20230901-
1bimcimkenshu.html

https://www.kkr.mlit.go.jp/news/to
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建設コンサルの仕組みづくりへの貢献（私見）

 BIM/CIMによる生産性向上のためには、テクニック習得と仕組みづくり
の両面を強化する必要がある。

 テクニック習得とは、3次元CADの習得や納品ルールの理解等であり、
これまで弊社や建コンで積極的に取り組んできた。

 一方、仕組みづくりに関して、建コンはこれまで消極的、あるいは無関
心であった。

 たとえば、フロントローディングは仕組みがないと実行できない。

 設計では不要だが、次の施工のために事前に作っておくべきデータは
ないか。どのようなデータであれば施工で役に立つか。運用において
問題や課題はないか。

 建設コンサルは、テクニックを習得するだけでなく、生産性向上のため
の仕組みづくりへの提案を積極的に発信する必要がある。
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未来のインフラ事業 （参考）

月面基地をBIM/CIMやICT施工で建設！
BIM/CIM設計モデルを活用して無人化施工、MR遠隔臨場

出典：清水建設ホームページ https://www.shimz.co.jp/topics/dream/content05/
出典：NEXCO東日本ホームページ
https://www.e-nexco.co.jp/csr/2019special/special01_inovation/

スマートグラスを事務所内でも現場でも日常的に装着！
常にデジタルツインのBIM/CIMモデルや属性情報にアクセスして閲覧・更新

出典：経済産業省ホームページ https://meti-journal.jp/p/15077/

ドローンが物流で大活躍！
BIM/CIMの3次元地形データを使って自動飛行するドローンの役割が拡大

出典：国土交通省プラトー（大阪市モデル）

デジタルツインで管内のインフラを丸ごと管理！
「図面・書類」 の管理から 「モデル・属性情報」 の管理への変革

https://www.shimz.co.jp/topics/dream/content05/
https://www.e-nexco.co.jp/csr/2019special/special01_inovation/
https://meti-journal.jp/p/15077/
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ご清聴ありがとうございました。


